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要援護者か世話焼きさん、たった１人に集中聴取 

 

 

 

 

 

住民流福祉総合研究所 

木原孝久 

 



2 

 

⑴ご近所を知っている世話焼きさんなら１人で大丈夫 
 コロナ禍のために、支え合いマップ作りができにくくなってしまった。皆で顔を

寄せて、地図を見ながら、あれこれ話し合う。これでは難しい。 

 それでもできる方法はないものか。３密にならなければいいというのなら、方法

はある。大抵の場合、マップを作る時は、50世帯のご近所に在住の 5名程度に集ま

ってもらうのだが、たった１人でも、ある程度のマップは作れないこともないのだ。 

 むろん完全なマップというわけにはいかないが、たとえばそのご近所のことをよ

く知っている世話焼きさんを見つけたら、場合によっては、その人１人の情報で足

りてしまうこともあるのだ。 

 

⑵要援護の人の中から１人を選んで集中的に聴取 
 または、ご近所にたくさんいる要援護の人の中から１人を選んで、その人に集中

的に聴取するという方法もある。その１人には詳しい聴取ができるのだから、それ

なりの収穫がある。そこから導き出せるものもあるはずだ。 

 そもそもマップ作りは、マップを作ることで取り組み課題を抽出するのが目的で

ある。１人の要援護者に細かく聞いていけば、必ず１つや２つの取り組み課題は出

てくる。まずはそれに取り組むことから始めればいいのだ。世話焼きさんにしても、

その人だけでは手に負えない課題があるはずで、それに一緒に取り組めばいい。 

 コロナ禍の時代は、しばらくの間こういう方法でご近所作りを進めていったらど

うか。こういう方法の場合、どういうことを聴取したらいいのかを簡単にまとめて

みた。世話焼きさんか要援護者のどちらでもいいから、試しにやってみてほしい。 
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要援護者への聴取事項 
➊最近の生活状況や体調の変化。  
①要援護の実情、心身の状況、年齢・性別。 

②家族の実情。③その他 

 

➋足元の住民や要援護の仲間との最近の関係。家族とも 
①必ず矢印を引く。一方向か双方向か。 

②挨拶をする程度、助けてもらっている（その内容）、お返ししている、助けている

（その内容）など。 

③なぜ助けてくれるのか、または助けているのか、その理由。 

 

➌助けてもらっている世話焼きさん等との最近の関係 
①現在してもらっていること。 

②過去にしてもらったこと。 

③世話焼きさん同士の関係。連携しているか、それぞれ個別に活動しているのか。 
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④なぜ助けてくれるのか、その理由。 

 

➍隣人や世話焼きさんの支援があっても未解決の問題は？ 
①それをどう解決するつもりか？ 

②誰にどのようなことを頼みたいか？ 

③助けてもらうには、どうしたら？ 何かヒントはないか？ 

 

➎本人が地域に貢献していることは？ 
①隣人に対しては？ 

②ご近所の要援護者に対しては？ 

③地域全体に対しては？（ボランティアグループ等に参加） 

④町内会や各種グループのメンバーまたは役員をしているなど。 
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➏本人は「助けられ上手」か？ 
①そうだと思うか、そうではないか、よくわからないか。 

②どういう点が助けられ上手の面か。 

③どういう面が助けられ下手の面か。 

④助けられ上手になるにはどうしたらいいと思うか？ 

 

➐本人の豊かさの状況と今後の取り組みを考える 
①豊かさダイヤグラムに現状を記入し、今後どのように豊かにできるかを考える。 

②具体的には、6 つの要件について聴取し、まず豊かさの自己評価を 5 段階で記入

（次頁のダイヤグラムの黒い線）。次いで、今後豊かになるためにどういう努力がで

きるかを記入し、それが実現したら各要件の豊かさはどう変わるかを考える。例え

ば、「趣味」は３が４になるはずとか（次頁のダイヤグラムの赤い線）。 
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［総括］以上の７点について記入した後の、本人及び聴取

者の感想 

 

家庭・夫婦 

趣味 
学習 

社会 

活動 

収入・仕事 

友だち 

健康 

１ 

２ 

３ 

４ 
５ 
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世話焼きさんへの聴取事項 
 

➊本人が「把握」している要援護者のすべて 
①要援護者の性別・年齢・要援護の状況。 

 

➋要援護者への関わり（全ての関わりの線を引く） 
①➊の人に世話焼きさんは関わっているか、いないか、関わる予定か。 

②関わっている相手にどういう関わりをしているか、または関わる予定か。 

③関わっていないとしたら、その理由は。 

④世話焼きさん以外の人で、その人にだれが関わっているか。 

⑤関わる人は連携しているか。それぞれ別々にか。 
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➌要援護者の状況 
①要援護者は、ただ助けられるだけでなく、関わる人に何らかのお返しをしている

か。 

③関わりを拒否する人はいるか。その理由は何か、対策はあるか。 

④要援護者同士で助け合っているか。 

⑤要援護者で、積極的に地域活動に参加している人はいるか。 

 

➍世話焼きさんのご近所福祉での役割 
①活動の範囲はどこまでか。１つのご近所内か、もっと広く自治区全域か。 

②ご近所福祉でのその世話焼きさんの役割は。中心的存在になっているか。 

 

➎ご近所福祉を充実させる法 
①ご近所福祉を充実していくため、どうしたらいいか。 

②組織的な活動にしたらいいのか、個々バラバラでいいと思うか。 

③社協等の支援が必要か、どのような支援が必要か。 
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［総括］ 

以上の５点について記入した後の、本人及び聴取者の感想 
 

 

 

 

 

 

 

 



10 

 

事例編 

＜当事者の助けられ活動＞ 

⑴要介護の夫婦にこれだけのご近所支援 
下のマップのＡ子さんは、夫婦で要介護。サービスは受けているが、まだ困り事が

いろいろある。ご近所で対応する必要があるが、誰に何をしてほしいのかを要介護

のＡ子さん自身が決めてお願いしていた。Ｂさんには雪かきを、Ｃさんにはゴミ出

しを、Ｄさんには庭木の手入れを、Ｅさんにはバス停までの移送を、Ｆさんには草取

りを、というように。負担の大きい依頼は有償だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こういう依頼にことごとくご近所が応じているというのも信じ難いが、これには

裏があった。彼女は以前、お茶の先生をしていた。彼女の依頼に応じた人たちは当時

のお弟子さんたちだった。売っていた「恩」を返してもらった。 

 

 

Ａ子さん 

他地区から庭の草取りに来てくれる 他地区から庭木の手入れに来てくれる 

車に乗せてくれる 

車に乗せてくれる 
ゴミ出しをしてくれる 

生協を一緒に購入 

雪かきしてくれる 

急な坂 

乗せてくれる 
バス停まで 

バス停 
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⑵体操が終わったら「うちへ来ないかい」？ 
 下のマップ。右側の道路は「あいさつ通り」と言われ、出会ったらあいさつするこ

とになっている。ここで毎日、ラジオ体操が行われている。朝９時に世話焼きさんが

ラジオを持ち出すと、通りの住民が自宅前に出て、一斉に体操を始める。通りには一

人暮らし高齢者が数名住んでいるが、体操への参加で全員の安否確認ができる。 

 メンバーに９０歳の一人暮らし

の女性がいる（７番の家）。彼女の

家にたくさんの線が入っている。彼

女が「ウチに来ないかい」と誘って

いた。 

ここで毎日のようにお茶会が開

かれ、帰りには彼女の手づくりのお

かずを手渡される。招待された方は、

さりげなく彼女の体調を観察し、困

り事があれば応じてもいる。 

 どちらがどちらに「サービス」を

しているのか分からない、完全に双

方向の関係になっている。いずれ要

介護になったら助けてもらおうと

いうことか。 
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⑶本人の奥さんが助けられ上手 
下のマップでは、車いすの夫を介護する女性が、「夫を病院まで運んでね」「ストレ

スが溜まっているから趣味グループに入れてね」「外へ出られないから家に遊びに来

てね」「車いすを押してね」とお願いしていた。 

 たまたまマップづくりに参加してもらった５人全員が彼女に依頼されて活動して

いたが、全員が、これならやりやすくて活動しやすいと言っていた。それぞれの人に

一番適した活動を本人が指示するのだから。英語で言えば「セルフケア・マネジメン

ト」と言うのだろう。ご近所では本来、こういう風に当事者が主役として行動するも

のであるらしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助けられ上手さん助けられ上手さん

車イスを
押して！

家に来てね

グループに
入れて！

車で運んで！
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３ 

２ 
 夫が脳梗塞で認知症。 

妻が介護している。 

→買い物の手伝い、 
食事のおすそわけ、 
グチ聞きなど。 

１ 
４ 

５ 

６ 

町内会長 

③の異変を伝達 

 一人暮らし男性 

 引きこもりの父子家庭。 

車の出入りなどで 

見守りをしている。 

＜世話焼きさんの活動＞ 

⑴足元の人たちの世話を焼く女性 
世話焼きさんはご近所でどのように行動しているのか。もう８０近くで、体もだ

いぶ弱ってきたという一人暮らしのこの女性（星印）。それでも自分の周り１０数軒

の人たちの面倒を見ていた。１番は最近越して来たという引きこもりの父子。彼ら

をほぼ１日中見守っている。２番は要介護の夫を介護している女性。ご覧のように

いろいろ面倒を見ている。 

３番は一人暮らし男性で、最近異常を発見したのですぐに町内会長に連絡した。

この男性が最近、要介護になって、彼女はおむつ替えに通っている。それ以外にも

４，５，６番もいろいろ面倒を見ている。 

 このように、大型世話焼きさんは周囲の１０軒余の人たちのお世話をしている。 
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⑵大型世話焼きさんが小ご近所を訪問して「何かあった？」 
５０世帯の「ご近所」は、さらに１０世帯程度の「小ご近所」から成り立っている

ようだ。人々が積極的に助け合おうと思えるのは、この「小ご近所」なのだ。虐待は

もっと小さい「向こう三軒両隣」の５軒でならよく見える。 

 マップを見ていただきたい。このご近所は、４つの「小ご近所」からできている。

私が勝手にそう区切ったのではなく、ここの大型世話焼きさんであるＡさんがそう

したのだ。彼は毎日、それぞれの「小ご近所」の中型世話焼きさん（Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ

さん）宅を巡回して、「なにか問題はありますか？」と聞いていた。 

 私たちが助け合いのまちをつくっていくには、町内とか校区、ましてや市町村規

模で考えるのでなく、およそ５０帯の「ご近所」を基本にして進めていかねばならな

い、ということなのだ。 
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⑶散歩のついでに沿道の高齢者の見守り 
下のマップのように、１本の道沿いに人々が住んでいる地域がよくある。その中

に一人暮らしの高齢者も交じっている。こういう場所でよく見つかる見守り方があ

る。 

 たとえばこの地域では、３人の主婦が「散歩の会」をつくって、毎日、左から右の

方を歩いている。その際、「ついでに」と、道沿いに住む一人暮らし高齢者の安否を

確認しているのだ。見守りにくい家には「アミ戸にしておいて」とか「戸を開けてお

いて」とお願いする。そうやって見守りを兼ねた散歩が終了すると、この道の右端に

住んでいる民生委員に結果報告をするのが日課になっていた。 

 その他にも、自分の畑に行った時に周囲の一人暮らし高齢者に気を配る人、要介

護の女性が散歩するとき、通り沿いの人たちが見守るなど、生活をしながらその接

点で見守ったり、見守られたりしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日散歩 

「歩こう会」 
→毎日、この辺りを散歩しがてら見守り 

①「アミ戸にして」 

②「戸を少し開けておいて」 

畑で見守り 

散歩 

要介護女性 

（昼間は一人） 

見守り 

畑 

・・・一人暮らし老人 

・・・ボランティア 


